
 

 

登別市ボランティアセンター情報誌 

登別市ボランティアセンター情報誌『ほっと♨』。登別の

ボランティアを元気にするため、毎回情報満載でお送りし

ています。 

 今回の表紙は７月１８日～１９日に開設した「地域型ボ

ランティアセンター」のイベントとして行われた“おはな

しぽけっと”による絵本とギターのコラボレーションの様

子。その他にも、たくさんの方が、様々なボランティアを

体験しました。詳しくは、Ｐ3 をご覧ください。 

Ｐ２ ●特集 登別手話の会  

道新ボランティア奨励賞を受賞しました！ 

Ｐ４ 

Ｐ３ 

●出前福祉講座を実施しています！ 

●ボランティアアドバイザーコラム にこにこ日記 

●地域型ボランティアセンターを開設しました！ 

 

〒０５９－００１６ 登別市片倉町６－９－１ 登別市総合福祉センターしんた２１内 

【TEL】０１４３－８８－２０８０【FAX】０１４３－８８－４５４６ 

【E-mail】info@kizuna-shakyo.main.jp【HP】http://kizuna-shakyo.main.jp/ 

【相談時間】平日 9：00～17：30 土日祝日・年末年始はお休みです。 

この情報誌の発行は、赤い羽根共同募金の支援を受けています。 

●ボランティア体験プログラム体験者募集中！！ 

一人ひとりの HOT な（熱い）気持ち！ 

ほっとけない精神を大切に！ 

ホッとできる居場所づくりを！ 

mailto:info@kizuna-shakyo.main.jp【HP】http://kizuna-shakyo.main.jp/
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特集 登別手話の会 

 道新ボランティア奨励賞を受賞しました！ 

 

 道新ボランティア奨励賞は、道内でのボランティ

ア活動の一層の充実と発展を目的として昭和 52 年

に創設され、北海道新聞社会福祉振興基金、北海道

新聞社、北海道社会福祉協議会の共催により行われ

ています。 

 道内で社会福祉分野及び市民活動分野で過去５年

以上、積極的にボランティア活動を推進し、現在も

活動しているボランティア団体を表彰しており、第

39 回を迎える今年度、本市より登別手話の会が受

賞しました。 

 また、本市としては４年連続の受賞となりました。 

 登別手話の会は、聴覚障がい者への理解と手話の

普及のため、週１回手話の勉強会を開催しています。 

 勉強会では会員と一緒に手話を学ぶほか、登別聴

覚障がい者協会（当事者団体）会員にも協力いただ

き、当事者との手話交流も行なっています。 

 また、社会福祉協議会及びボランティアセンター

が主催する、ふれあいフェスティバルや地域型ボラ

ンティアセンター、出前福祉講座といった事業など

にもご協力いただいています。 

 その他にも、小学校の手話クラブでの手話指導や

図書館で手話を使った劇などを行い、手話の普及に

努めています。 

 

この度登別市社会福祉協議会にご推薦頂き、第３９回道新ボランティア奨励賞を受賞いたしました。私た

ち登別手話の会は、諸先輩方の努力により昭和５０年に設立、以来４０年間活動を継続してきました。これ

までの活動を評価していただいたことと、この節目の年に受賞できたことを、大変喜ばしく思うのと同時に、

今後の活動に対する期待が込められているのだと、あらためて身が引き締まる思いです。 

登別市では、手話を普及し手話の使いやすい環境を作ることを目的とした（仮称）登別市手話言語条例が、

来年４月施行に向けて検討されています。私たちも検討委員会に参画していますが、条例が施行された後に

は手話講習会開催など、さらに活動の場が増えていくことと思います。 

今回の受賞を励みに今後も頑張っていきたいと思います。               

登別手話の会 会長 坂元 秀行 

 

 

道新ボランティア奨励賞とは？ 

「登別手話の会」って 
どんな活動しているの？ 

道新ボランティア奨励賞を受賞して 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 私がボランティアを行なうキッカケは１５年前、まだ私が会社に勤め

ていた頃、会社の社長がキッカケでした。彼（社長）は、自分から飲み屋

に誘うことが無い堅い人で、ボランティアに感心があるように思えない

人でした。しかし、彼が退職して３カ月、福祉施設で車椅子を押す活動

をしていることを知りました。そんな彼にある日、『人生の究極の喜びは

ボランティア活動だよ』と言われたこと。その言葉が、私の心に残って

いたからかもしれません。退職後、私は市の職員の紹介で登別ノルディ

ックウォーキング愛好会に入会し、活動を続けています。 

 ボランティアを始めてから様々な人と出会う機会が増え、自然と人の

話に耳を傾けることが多くなりました。働いているときは、会社内での

付き合いが多く、新しい出会いや新鮮な話を聞くことがなかなかありま

せんでした。話を聞く中で様々な発想や体験談などを聞くことが出来る

ので、今ではボランティアを行なう中での１つの楽しみになっています。 

ボランティアを行う中で大切にしていることは、ボランティアは独り

よがりで行うものではなく、ボランティアをする側とされる側の両者が

想いあうことが大切だと思っています。そのためには、相手の声に耳を

傾けることや相手の立場になって考え行動することがボランティアに限

らず大切なことではないでしょうか。 

是非、みなさんも様々なボランティアにチャレンジし、たくさんの人

と交流を深めてみてはいかがでしょうか。 

登別ノルディックウォーキング愛好会 

活動日時／随時 

活動場所／市内３地区 

（登別、幌別、鷲別） 

活動内容／リハビリからアスリートレベ 

ルまでの広範囲に対応できる 

ウォーキングスポーツです。 

ウォーキングを通して健康維 

持にも寄与しています。 

問合せ先／登別市ボランティアセンター 

          ☎ 88-2080 
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登別市ボランティアセンターでは、市民の皆さんが

様々なボランティア情報に触れる機会を身近に設ける

ため「地域型ボランティアセンター」を毎年開設してい

ます。 

今年は、ショッピングセンターアーニスにて 7月 18

日 19日の２日間開設。ボランティア団体による体験ブ

ースやイベントを開催し、延１２５名の方々にご来場い

ただきました！これをきっかけにボランティア活動へ

の関心がより一層広がっていくことを願っています。 

 

 「気軽に楽しむボランティア」をテーマに「手話」、「竹

とんぼ作り」、「点訳」の体験ブースを設置しました。来場

者は各ブースで、様々なボランティア体験をされていま

した。 

 イベントでは「ノルディックウォーキング体験」、「ブラ

インドウォークガイド体験」、おはなしりぼんの皆さんに

よる「大型紙芝居 地震編」などを実施しました。 

  

 「趣味・特技を活かしたボランティア」をテーマに

「使用済み切手の選別」、「靴下カバー作り」、「簡単な

パソコン操作」の体験ブース設置や「布の絵本・遊具

の展示」を行いました。 

 イベントでは、おはなしぽけっとの皆さんによる「読

み聞かせとギターのコラボレーション」を実施し、来

場者は読み聞かせとギターの音色に聴き入りました。 

【7月18日】 【7月19日】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 

ボランティア体験プログラム体験者募集中！！ 

気軽にボランティア活動を体験できる「ボランティア体験プログラム」を実施

しています。長期休みや連休などを利用して、ボランティア活動を体験してみま

せんか？ 

本会ＨＰ上に体験のメニュー表を掲載しておりますので、下記ＵＲＬまたはＱ

Ｒコードからご覧ください。 

ＨＰを閲覧できない方につきましては、ボランティアセンターでもメニュー表

をご覧いただけます。是非お越しください！ 

※ボランティア体験を行う際は、ボランティアセンター 

にて、受付が必要です。 

ＵＲＬ：http://kizuna-shakyo.main.jp/bora.htm 

市民の福祉意識の向上を目指し、講座の企画・検討や講師・協力者との連絡調整、資材の貸出等をお手伝いする

出前福祉講座を実施しています。 

 本センターでは、市民同士が関わりあい生きがいを感じる共生社会の実現をめざし、福祉・医療機関、学校、町

内会、自治会、一般企業などとの協働により、高齢者・障がい・防災・社会福祉協議会の取り組みなどについて学

習を行なっています。今回は、鷲別小学校の４年生に実施した出前福祉講座の様子を紹介します。 

鷲別小学校での出前福祉講座では、“身体障がい”について

学習を行いました。 

登別市地域活動支援センターを利用している安藤さんと登別

身体障害者福祉協会の今さんを講師に迎え各講師から「障がい」

についてのお話や体験を通して学びを深めました。 

安藤さんのお話では、普段利用している地域活動支援センタ

ーの紹介や、心臓に埋め込まれているペースメーカーの話、障

がいがあっても色々なことに挑戦できる！といったことをお話

いただきました。 

今さんによる車椅子体験では、車椅子を押す人・乗る人・見守

る人に分かれ、マットやスロープなどで作られた段差や坂道の

上を車椅子で操作しました。「普段は気づかないちょっとした段

差が、車椅子で生活している人にとっては大きな段差である。

しかし、車椅子を押してくれる優しい人が現れることにより段

差を解消することができるよね。」と、今さんは体験の中でお話

されていました。 

 

 

↑安藤さんによる講話 

↑今さんによる車椅子体験 

近日実施予定のボランティア体験はこちら！！ 

ＱＲ 

コード 

・健康な食生活を考えた料理体験（登別市食生活改善推進員協議会） 

 ➝10 月 6 日（火）10：00～12：00 しんた 21 内調理室（片倉町） 

・整膚体験（登別整膚ボランティア会）➝10 月 24（土）10：00～12：00 市民活動センター（桜木町） 

・手話体験（登別手話の会）➝10 月 27 日（火）18：30～20：30 市民会館予定（富士町） 

 


